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『ガリヴァ旅行記』の英語
広　田　　典　夫
は　じ　め　に
　英語の散文の歴史を辿る時，文学作品として，入念に飾りを施した複雑な文
章から，飾りの少ない平明な文章への道を最初に切り開いたのは，Jonathan
SwiftのG”肋2〆∫”ωθ1∫『ガリヴァ族行記』（1726）であると言ってよか
ろ㌔スウィフトは数多くのすぐれた作品を残している。その中の1つ，λ
肋1θげατ泌r桶物語』を，Somerset　Maughamぱ，r文体は実に見事で
あり，一点非の打ち所のない散文」ωと，。これを激賞してい乱、1696年頃に書
かれたと推定される（出版されたのは1704年）この『桶物語』と，1726年に世に
出たrガリヴァ旅行記』との閻には，文章構成の点で，無論共通点は多々ある
にせよ，かなりの相違が見られる。一口で言えば，前老の文章は，複雑な技法
を駆使した変化に富む文章，後老の文章は，簡潔で平易明快な文章と言えるで
あろう。r桶物語』が，複雑な筋のからみ合った教会論であるのに対し，rガ
リヴァ族行記』は，自分の経験，自分の見聞した事実を物語る旅行記であり，
この両者の，いわぼジャンルの相違が，両者の文体の相違をもたらしたとも考
えられる。
　そこで，ここでは，rガリヴァ旅行記』の英語の特徴と思われる点を，第1
部，A　Voyage　to　Lilliputを材料として考察してみようと思う。テキストは，
Everyman’s　Library版のJonathan　Swift：G〃肋θ〆8丁刎必を用いた。
引用文のあとの括弧内の数字は，同書のぺ一ジ数を示す。
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1．分　詞　構　文
　分詞構文（Participle　constmctiOn）の多い点を，先ず第1に，『ガリヴァ』
の英語の特徴としてあげたい。1ぺ一ジに，平均2乃至3例はある。分詞構文
と同様の機能を果す動名詞構文は，㎝d，ψ〃60〃∫〃肋昭with　the　treasurer，
and　the　rest　of　that　cabal，a　person　of　qua11ty　was　d1spatched　　（76）
のように，若干用いられてはいるが，数はごく僅かである。Curme（釣物み
p．258）によれば，分詞の方が，動名詞より一層絵画的であり，生き生きとし
た文体を生み出す。rガリヴァ』では，多種多様の分詞構文が実に自由潤達に
用いられており，中には，今日の英語の文法の枠からはみ出ていると思われる
ものもある。
　1．1分詞穣文の位置
　分詞構文は，修飾する節の前，後，・叉は中問におかれている。以後，それぞ
れの位置を，前位，後位，中位と呼ぶことにする。
　　（1）but　I　soon　put　them　out　of　feaエ；for，1oo肋〃g　mi1d1y，and
　immediate1y　o〃肋勿g　the．strings　he　was　bomd　with，I　set　him　gent1y
　on　the　ground，…　　（27）
　　（2）且ω伽g　thusガ〃6趾ty　hooks　to　as　many　cables，I　went　back
－to　t11e　north－east　coast，…　　（49）
　　（3）He　was　then　past　his　prime，ろθ肋9twenty－eight・years　and
　three　quarters　o1d，…　　（26）
　　（4）I　intreated　his　Imperial　Majesty　to　give　orders　it　might　be
　brought　to　me　as　soon　as　possib1e，加∫6励肋g　to　him　the　use　and
　I1at1二Ire　of　it：…　　（38）
　　（5）Two　days虹ter　this　advent11re，the　emperor乃ω伽8o〃召κ6
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　that　part　of　his　army，which　quarters　in　and　about雌s血etropolis，
　to　be　in　a　readiness，took　a　fancy　of砒verting阯mse1f　in　a▽ery
　singu1ar　manner．　（39）
　　（6）but　his　present　Majesty’s　gra二αd－father，while　he　was　a　boy，
　8o伽9to　eat　an　eg9，andあκσ肋〃9it　accordil＝ig　to　the　ancient　practice，
　hapPened　to　cut　one　of　his丘ngers．　　　（46）
　　（7）Yet，as　to　myself，I　must　confess，肋砂肋8ne∀er加2〃幽∫な〃〃
　for　a　courtier，either　by　my　birth　or　education，I　was　so　i11a　judge
　of　things，that　I　could　not　disc0Yer　the　1enity　and　favour　of　this
　sentence；…　　（72）
　（1）（2）は前位，（3）（4）は後位，（5）一（7）は中位の例である。比率は，前位と後位が
ほぼ同数，中位はそれよりやや少ない。中位の分詞構文は，通常・主語と述語
動詞の間に挿入され，その前後に短い休止が入ることになる。従って，コソマ
で囲むことが多い。『ガリヴァ』の中位の分詞構文も，殆どがこの原則に従っ
ているが，（5）のように，分詞句の前にコソマのない例もある。叉，（6）では，主
語と分詞句の問に副詞節が介在し，（7）では，分詞句が動詞と目的語の問におか
れている。
　1．2独立分詞構文
　独立分詞構文（Absolute　p㎞ciple　co鵬tmction）について・Z㎝dvoort
肋肋oo尾，86）は，「特に1iter趾y　Eng1ishにおいて，屡々用いられる構文で，
spoken　Eng1ishでは普通従節を用いる」と述べ，Sweet（凡且0．§2351）は，
r口語的でないばかりか，多くの人はこれをun－E皿g1ishと感じ，文章体にお
いても避ける傾向にある」とさえ言っている。しかし，スウィフトはこれを好
んで用い，『ガリヴァ』の中で，独立分詞構文は分詞構文全体のほぽ5分の1
を占めている。
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　　（1）But，my　good　n1aster　Batesφ肋g　in　two　y鮒s　after，and　I
　加o伽g　few　friends，my　business　began　to　fai1；…　（14）
　　（2）but血e邸omd　in　that　country肋惚extremely　smooth…md
　1εマe1，it　received　less　daエ皿age　than　I　expected．　　　（39）
　　’（3）　I　had　been　for　soine　hours　e支tremely　pressed　by　the　necessities
　of　nature；which　was　no　wonder，it6θ伽g　almost　two　days　since　I
　haa　last　disbm他ened　my　self．　（24）
　　（4）The　sempstresses　took　my　measure　as　I　lay　on　the興omd，
1onε曲〃伽g　at　my　neck，…㎜d　another　at　my　mid・Ieg，…　（62）
　（1）（2）ぱ前位，（3）（4）は後位の例である。中位の例はない。前位と後位の比率は，
ほぼ3対2となっている。前位の殆どが「理由」を表わし，後位は，「理由」，
「付帯状況」，，それに「継起状況」（‘and～’とバラフレーズできるもの）などを示す
ものである。
　1．、3懸垂分詞
　懸垂分詞（Da㎎ling　p枇iciple）が通常許されるのは，分詞の論理上の主語
が，We，0neたど一般の人を表わす場合である。しかし，『ガリヴァ』の懸垂
分詞8例中，この原則にあてはまるのは1例だけである。だが，他の7例の懸
垂分詞の省略されている主語は，すべて‘I’，つまりこの旅行記を綴っている
ガリヴァである。そのため，これらの懸垂分詞は，それほど非論理的なものに
は感じられず，意味の混乱を招くこともない。
　　（1）for　which　reason　they　wn1ne∀er　al1ow，that　a　child　is　under
　any　ob1igation　to　his　father　for　begettmg　h1m，or　to　h1s　mother　for
　bringing　him　into　the　world；whch，〈o㎝s肋〃惚the　miseries　of
　human1ife，was　neither　a　bene趾in此self，nor　intended　so　by　his
　parents，…　　（59）
　引4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　115
　　（2）’But〈加肋身mw　a　Nardac，of血e　highest　rank　in　that　e㎜pire，
　such　o揃ces　were　looked　upon　as　below皿y　dignity；…　（53）
　　（3）After　the　common　salutations　were　over，〈oあ鮒oあg　his
　lordsh1p，s　countenance　fu1l　of　concern，　and〈θ〃σ〃6〃〃9　into　the
　reason，he　desired　I　wou1d　hear　him　with　patie1〕ce，…　（66）
　（1）は‘We’，（2）（3）は‘I’が，それぞれ省かれている例である。
　このように，当然あるべき主語が省略されている例がある一方，分詞構文の
前と後に，同一の主語が繰り返されている例もある。一種の独立分詞穣文とも
みたされるが，主語と動詞の間に挿入された分詞構文，即ち，中位の分詞構文
があまりに長いため，動詞の前に主語を反復したものと考えられる。従って・
第2番目の主語は代名詞となっている。
　　（4）he　to1d　me，that〃∫〃α杉∫び5刎”肋脇ακ6加伽，having　taken
　the　height　of　my　body　by　the　help　of　a　quadrant，and丘nding　it　to
　exceed　theirs　in　the　propo竹ion　of　twelve　to　one，肋ηconcluded
　from　the　simi1arity　of　their　bodies，that　mine　must　contain　at　least
　1724of　theirs，…　　（42）
　　（・）Th・t，肋θ・α〃Q洲刎・肋・脇h・・i㎎．b…ght砒・imp・・i・1
　ieet　of　Blefuscu　into　the　royal　port，狐d　being　afterwards　com－
　manded　by　his　Imperia1Majesty　to　seize　a11the　other　ships　of　t11e
　said　empire　of　Blefuscu，and＿：加肋θsα〃〃θ5ま7加，1ike　a　false
　traitor　against　his　most　auspicious，serene，Imperial　Majesty，did
　petition　to　be　excused　from　the　said　service，…　（67＿8）
　1．4　「分詞構文十分詞構文」
　2つの分詞構文が等位関係で並列しているのではなく，1つの分詞構文が他
の分詞構文に従属する関係のものである。
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　　　（1）a工1d肋惚almost力吻6∫加6with　hmger，加砂肋9notθα加〃a
　morse1for　some　hours　before　I　left　the　ship，I　fomd　the　demands
　of　natu工一e　so　strong　upon　me，…　（18）
　　　（2）　and乃2α砂あg　anchor，the　wind　6功〃9favourab1e，　I　steered　the
　sa工ne　course　that　I　had　done　the　day　before，…　　（79）
　　いずれも，後の分詞句が前の分詞句を修飾する関係にある。なお，（1）の
haゼng〃oτeatenや，1．1の（7）にあげたhaving〃ω〃been　designedは，
現代英語では，それぞれ〃o’having　eaten；〃ωθ7having　been　designed
とすべきところであろう。
1．5受身の分詞構文
　　　（1）　These　（＝a　p出r　of　spectac1es）　I　took　out，and　fastned　as
strongly　as　I　cou1d　upon　my　nose；a二nd　thusα舳〃went　on　bo1d1y
with　my　work　in　spight　of　the　enemy，s砒rows；＿　（49）
　　　（2）　Butゐ〃〃加4on　by　the　precipitancy　of　youth；and　having　his
Imperial　Majesty’s　licence　to　pay　my　attendance　upon　the　Emperor
　of　B1efuscu；I　took　this　opPortunity，…　　（73）
　　　（3）and5θ伽9αゐタ∫〃to　a1ter　my　condition，I　married　Mrs・Mary
　Bur［on，．．．　（13＿4）
　　　（4）　I　got　up　in　an　instant；and　orders　肋伽g9あ2〃　to　clear　the
　way　before　me；and　it　being　likewise　a　moon－shine　night，I　made　a
　shift　to　get　the　palace…　　（53）
受身の分詞形に，（1）（2）はbeingが省かれており，（3）（4）には，beingが付加
されている。今日では，「being＋過去分詞」の形が用いられることは少ない
が，『ガリヴァ』では，beingが付加されている方が多い。
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　1．6　「接続詞十分詞」
　分詞構文は簡潔で柔軟性に富む反面，意味の暖味さを招く傾向がある。そこ
で，意味を明確にするため，接続詞を分詞の前におくことがあるが，スウィフ
トにも，次のような例がある。
　　（1）〃加〃加〃伽g　mine　eyes　downwards　as　much　as　I　cou1d，I
　perceived　it　to　be　a　human　creature　not　six　inches　hgh，…　（16）
　　（2）ω加〃肋閉肋g　my　head　that　way，as　wel1as　the　pegs　and
　strings　wou1d　permit　me，I　saw　a　stage　erected＿　（17）
　1．1遊離分詞溝文
　遊離分詞構文（Detached　participle）と」1ま，筆者が仮に名づげた名称であっ
て，要するに，本来文の副詞的修飾要素として主文に従属すべき分詞構文が，
主文から遊離した関係にあるものを指す。即ち，後位の分詞構文が，主文との
間に‘and’を伴うことによって，一応主文から独立した恰好になったもので
ある。しかしながら，分詞構文は文の副詞的修飾要素として働くばかりではな
く，Z狐dvoort（肋〃あoo尾，83）によれば，現在分詞群（Present　ParticiPle　grouP）
は，実際には，等位節と等しく用いられることがある。Zandv00rtのあげてい
るYomg　men　by　the　dozen　ca皿e　up，asking　her　to　dan岨を考えてみ
る時，askin全her　to　danceは，主文にr付帯」した状況を述べているので
はなく，主文にr継起」した状況を述べたものと考えるべきであろう。つまり・
askinghertodanceは，and［they］askedhertod狐ceと等しいもので
ある。こう考えてくると，スウィフトの用いた「and＋分詞」は，暖味な分詞
の意味を明確に・規定しようとする前項のr接続詞十分詞」の範曉に含められる
ものとも思われるo
　　（1）The　emperor　was　a1ready　descended　from　the　tower，α〃
　○曲α伽励g　on　horseback　tow趾ds　me，w出ch　had1ike　to　have　cost
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　　him　dea］＝；for…　（25）
　　　（2）I　stept　over　the　great　westem　gate，…md　passed　very　gently，
　　α〃8肋伽g　through　the　two　principal　streets，on1y　in　my　short
　　waistcoat，for　feaエーof　damaging　the　roofs…md　eves　of　the　houses
　　with　the　skirts　of　my　coat．　（43）
　　　（3）And　now　the　most　kborious　part　being　over，I　took　out　my
　　other　cables　which　were　stowed　in　one　of　the　ships，伽6力8勿〃惚
　　them丘rst　to　the　boat，a皿d　then　to　nine　of　the▽esse1s　which
　　attended　me；the　wind　being　favourable，the　seamen　towed，and　I
　　shoved…　　（75）
　　（1）を例にとれば，andadvanc二ngは，andを敢り去るか，或は，and［heコ
advancedとするか，そのいずれかにするなら，ごくあたりまえの文となる。
　　1．8　「X＋and＋P＋Y」
　　2つの等位節X，YのYの前に分詞構文をおく，rX＋and＋P＋Y」の文章
形式を・スウィフトは好んで用いている。
　　　（1）　they　c1imbed　up　into　the　engine，α勿6　α6砂α勿o伽g　very　soft1y
　　to　my　face，one　of　them，an　o舶cer　in　the　guards，put　the　sharp
　　end　of　his　ha1f－pike　a　good　way　up　into　my　left　nqstril，＿　（22）
　　　（2）I　then　took　my　tackling，α〃ヵ∫肋伽g　a　hook　to　the　hole　at
　　the　prow　of　each，I　tyed　a11the　cords　together　at　the　end．　　（49）
　　　（3）His　exce1lency　having　mounted　on　the　sma1l　of血y　right　leg，
　　adva1nced　fow趾ds　up　to　my　face，with　about　a　dozen　of　his　retime；
　　α〃がo伽o伽g　his　credentials　under　the　signet　roya1，which　he
　　apPlied　close　to　mine　eyes，spoke　about　ten　minutes，…　　（19）
　　　（4）Having砒ms　fxed丘fty　hooks　to　as　many，cab1es，I　went　back
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　to　the　nor出一east　coast，α”μ肋〃g　o丘my　coat，shoes，and　stockings，
　wa1ked　into　the　sea　in　my1eathem　jerken，…　（49）
　（1）のように，XとYの主語が異なる例は少なく，大多数は，XとYの主語は
同一である。ただ注意すべき点は，主語が同一の場合，Yの主語一I，heのよ
うな代名詞一が，（3）（4）のように省略されているものと，（2）のように，そうで
ないものとがある。だが，いかなる場合に主語を反復し，いかなる場合に省略
するかという点については，明確な理由は見出せない。叉，（3）（4）のように，X
が分詞構文を伴うものもある。
2・語　　　　．順
　2．1　「動詞十主語」
　「動詞十主語」の語順となる，いわゆる語順顛倒（InVerSiOn）の文は少ない。
語順顛倒の文では，r副詞句十V＋S」の形のものが夫半を占め，他に，強勢
のため補語を文頭に出した例が若干あるにすぎない。r副詞句十V＋S」の文
のすぺては，主語のあとに修飾語句や関係代名詞が続く。ものである。叉その殆
どが，ガリヴァの所持品検査を行った検査官が，皇帝に提出した報告書に集中
している。報告書が，技巧を凝らした文語体で書かれたものだからであろう。
全体的に見て，語順顛倒の文は，少なくとも，『桶物語』よりは蓬かに少ない。
例えぼ，『桶物語』では，althoughと結びつくyet，或は単独で用いられた
yetの後では，きわめて展々語順顛倒が行われているのに，『ガリヴァ』では，
そのような例はない。
　　（1）In　the　left　there　was　a　sort　of　engine，from　the　back　of　which
　〃θκ　2κ勿勿626　ま〃2〃妙　1o〃9カo1θ∫，　rese亘nbling　the　palusado，s　before
　your　Majesty’s　c01ユrt；…　　（30）
　　（2）in　the　inmostσ焔伽γoツα1φα7肋伽チ∫，which　I　was∀ery
　desirous　to　see，…　　　（43）
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　　（3）　Of　so1itt1e　weightακ肋θgκα伽去∫θ〃ク6θ∫，to　princes，…　（51）
　ここで，1つ注意すべき点として，文頭におかれた場合に，語順顔倒を引き
起す’nor’と‘neither’の用法がある。norとneitherが文頭におかれるた
めには，一般には，前文が否定文であるか，否定的な語叉は意味を含むことを
前提とする。ところが，この条件にあてはまらないような場合にも，『ガリヴ
ァ』では，norやneitherが文頭に用いられている。
　　（4）This　speech　was　im㎜ediately　published　through　the　kingdom；
　〃oγdid　anytl］ing　terrify　the　peop1e　so　much　as　those　encomiums　on
　hisユV［ajesty’s　mercy；…　（72）
　　（5）I　told　him，that…；I　was　resolマed　to　venture　myself　in　the
　ocean，rather　than　be　an　occasion　of　di伍erence　between　two　such
　mighty　mon班chs．Nθ肋〃did　I　ind　the　emperor　at　an　displeased；
　…（77）
　Q血k（λG〃〃榊ゴゲco物妙o〃η垣物g1舳，9．55）は，r非常に格式ぼった
文体や，古い文体では，nOrは肯定文の後で時折見かげられる」と述べている
が，neitherについても同じことが言えるのではあるまいか。このneitherは，
r桶物語』にも用いられており，叉，言風刺文学におけるスウィフトの後継老，
S．But1erにも見出される。（He1ooked　mea1loverforabout丘vemimtes，
letting　his　eyes　wander　from　the　crown　of　my　l1ead　to　the　so1es　of
my　feet，up…md　down，and　down　and　up；〃θ肋〃did　his　mind　seem
in　the　Ieast　c1eπer　when　he　had　done1ooking　than　when　he　began．一
亙陀励0〃）
　2，2　「目的語十主語十動詞」
　目的語が前文と密接なかかわりを持つ場合，叉，前文中の語句を指す‘thiS’
や‘theSe’である場合，目的語を主語と動詞の前におく傾向が強い。強勢がお
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かれた目的語が先行する例もある。特に，thisやtheseを文頭におく傾向は，
『桶物語』と共通の特徴である。
　（1）　T〃5I　delivered，p趾t　in　words，and　part　in　signs．　　（29）
　（2）τ肋8θI　took　out，and　fastned　as　strong1y　as　I　cou1d　upon　my
nose；・　　（49）
　（3）　T〃∫伽”θ械oびI　afterwards　translatad　into　English，…　　（30）
　（4）　τゐθκ∫工　ρグ刎ツ　ω〃1θ　I　got　safe　on　shore，…　　（80）
　2．3　said　he
　伝達文の後，叉は中剛こ挿入的に配置されるsaid　he／he　saidの語順に関
する一般的傾向については，rr桶物語』の英語」‘2］を参照されたい。スウィフ
トは，r桶物語』では，he　saidを一度も使用せず，すべてsaid　heの語順で
通しているが．この点は，『ガリヴァ』でも全く同一である。
　　（1）‘you　are　to　know，’∫α〃加，‘that　several　committees　of　comci1
　have　been　late1y　ca11ed　in　the　most　private　mamer　on　youエーaccount：
　・．・　　（66）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　（2）For，sα〃加，as　f1ourishing　a　condition　as　we　appe町to　be　in
　to　foreigners，we　labour　mder　two　mighty　evi1s；．一・（45）
3．省　　　　　略
　3．1主語の省略
　等位関係の節が並列している場合，主語が同一であれば，第2節以下の主語
を省くことは，広く一般に行われていることであるが，スウィフトはこれをか
なり大胆に行い，第2節の動詞の前に，相当に長い副詞句や副詞節がおかれた
場合でも，第2節の主語を展々省略している。第2節の前に分詞構文がおかれ
た場合の主語の省略については，すでに1．8で扱った。このような主語の省略
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は，『桶物語』でも全く同様に行われている。
　　（1）lmd　the　emperor　was　so　much　de1ighted，that　be　ordered　t肚s
　entertainment　to　be　repeated　severa1days；…md　once〈was　p1eased
　to　be肚ted　up，and　give　the　word　of　commlmd；and，with　great
　di冊culty，〈persuaded　even　the　empress　her　se亙to1et　me　hold　her
　in　her　close　chair，…　　（37）
　　（2）These　gent1emen，having　pen，ink，and　paper　about　them，made
　an　exact　inventory　of　every　thing　they　saw；and　when　they　had
　done，〈desired　I　wou1d　set　them　down，…　（30）
　　（3）It　seems，upon　my丘rst　reaching　the　shore，after　our　shpwreck，
　I　was　in　such　confusion，that　before　I　came　to　the　place　where　I
　went　to　sleep，my　hat，＿，fe11o伍after　I　came　to1and；the　string，
　as　I　conjecture，breaking　by　some　accident　which　I　never　obserYed，
　but〈thought　my　hat　had　been　lost　at　sea、　（38）
　（3）のthoughtの主語‘I’は，通常，省略が許されないものと思われる。ス
ウィフトの筆の走りすぎと言うべきか。　　　　　　　　　　　　　…
　このように，かたり自由に主語が省略されている反面，次のように，省略可
能な主語が反復されている例もある。
　　（4）and　char理ng1t　on1y　w1th　powder，一，I　irst　cautloned　the
　emperor　not　to　be　afraid；and　then∫1et　it　o妊in　the　air．　　（33）
　主語が反復されている理由は，第1節と第2節の間に一セミコロソがおか
れている一かなり大きな休止があるからではなかろうか。つまり，第2節は，
独立した文，And　then　I　let　it　o伍in　the　air．と同じ比重を持つものであ
るから，主語‘I’を繰り返したものと思われる。
3．2動詞の省略
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　等位関係の節で，同一の動詞が省略されることも，一般に行われていること
である。このような省略に加えて，動詞が受身形（be＋p．pつの場合，スウィフ
トは，第2節の動詞の‘be’の省略も展々行っている。
　　（1）H1s　featuresακstrong2md　mascu11ne，wユth　an　Austrian11p，
　and　arched　nose，his　comp1exion〈o1ive，his　comtenance〈erect，his
　body　and　Embs〈well　proportioned，…㎜d　his　motions〈gracefu1，…md
　his　depor［Inent〈n工ajestic．　　　（25一一6）
　　（2）一twenty　of　them伽〃力〃〃with㎜eat，and二ten〈with1iquor；
　…　（25）
　　（3）An　estab1ishment伽5also刎α肋of　s雌hundred　persons　to　be
　my　domesticks，…　，　and　tents〈6〃ξ〃for　them　very　convenient1y　on
　each　side　of　my　door．　　（28）
　　（4）all．intercourse　between　the　two　empires尻ω肋gろθ舳strict1y
力〃〃舳duriI1g　the　w趾！upon　pain　of　death；and　an　embargo〈1α〃
　by　our　emperor　upon　a11vesse1s　whatsoever．　　（48）
　　（5）which（＝an　ancient　temple）having　been　po11uted　some　years
　before　by　an　unnatura1murder，was，＿，1oρked　upon　as　prophane，
　and　therefore肋6加肋α妙肋∂to　common　use，and　a11the　omaments
　and　f㎜＝nit岨e〈o〃〃〃away．　　（23）
4．関係代名詞
　4．1非制限用法の関係代名詞
　『桶物語』と同様，『ガリヴァ』においても，挿入的或は付加的に用いられ
る非制隈用法の関係代名詞の多用一一長文の一因ともなっている一を，スウ
ィフトの文章の1つの大きな特色としてあげることができよう。r前置詞十関
係代名詞」も頻出する。
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　　　（1）Re1dresal，Principa1Secretary　for　Private　A伍a吐s，〃肋a1ways
　approved血mse1f　your　tme　fnend，was　commanded　by　the　emperor
　to　de1iver　his　opinion，〃乃北〃he　accordingly　did；…　　（69）
　　　（2）I　was　surgeoI1su㏄ess1ve1y　m　two　ships，and　made　several
voyages，for　s1x　ye虹s，to　the　East　and　West－Indies，妙ω肋ゐIgot
　soエne　add1t1on　to　my　fortune．　　（14）
　　　（3）The　treasurer　was　of　the　same　opi㎡on；he　shewed　to　what
　streights　his　Majesty’s　reveme　was　reduced　by　the　charge　of　main－
　taining　you，〃〃肋wou1d　soon　grow　insupportab1e：that，the　secre－
　taW’s　expedient　of　putting　out　y01ユr　eyes，was　so　far　from　being　a
　remedy　against　t肚s　evi1，th証it　would　probab1y　encrease　it；as　it　is
　mamfest　from　the　common　pract1ce　of　b1indmg　some　k1nd　of　fowl，
　ψ〃〃〃肋比ey　fed　the　faster，and　grew　sooner　fat：that，his　sacred
　Majesty，㎝d　the　comcil，〃o趾e　your　judges，were　in　their　own
　consciences　fully　con．vinced　of　your　gui1t；ω〃6ゐwas　a　su価cient
　趾gume皿t　to　condemn　you　to　death，…　（70）
　巧みに関係代名詞を駆使している観のあるスウィフトは，次の例に見られる
ような，非常に自由な，非論理的と言える一関係代名詞の用法を行っている。
　　　（4）my　hat，〃〃肋I11ad　fastened　w1th　a　strmg　to　my　head　w肚1e
　I　was　rowing，and　had　stuck　on　al1the　time　I　was　swimming，fel1
　off　after　I　came　to　land；…　（38）
whchは，had　fastenedの目的語とhad　stuck　onの主語を兼ねている。
当然，whichを繰り返して；and　which　had　stuck　onとすべきところであ
ろう。
4．2　先行言司
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　　非制隈用法の関係代名詞が多く用いられている1つの理由として，前項の例
でもわかるように，先行詞の範囲が広いことがあげられよう。先行詞が単に前
文中のある特定の語句を指すだけではなく，前文の内容を受げる場名が多い。
この極端た例は，文頭におかれたUPon　whichやBy　whichということに
なる。
　　　（1）his　Imperial　Majesty＿be1ieved　I　was　only　gone　to　B1efuscu　in
　　performance　of　my　promise，according　to　the1icence　he　had　given
　　me，ω〃肋was　we11known　at　our　court；…　（76）
　　　（2）He　is　ta11er　by　a1most　the　breadth　of　my　nail，than　any　of　his
　　court；〃〃肋aloI1e　is　enough　to　strike　an　awe　into　the　beholders．
　　　　　（25）
　　　（3）Some　time　after，asking　a　friend　at　court　how　they　came　t〇
　　五x　on　that　determinate　number；he　to1d　me，that…．助〃〃肋，the
　　reader　may　conce1ve　an　idea　of　ingemity　of　that　people，。．（42）
　　　（4）I　was　diverted　with　none　so　much　as　that　of　the　rope－dancers，
　　…．吻o〃ω〃励，I　sha11des1re11berty，w1th　the　reader’s　patlence，to
　　enlarge　a　little．　　　（35）
　　　q戸I　gave　tokens　to1et　them　know　that　they　might　do　with　me
　　what　they　pleased．吻o〃肋ゐ，the　Hurgo　and　his　train　withdrew，
　　…　（20）
　　先行詞と関係代名詞の間に，かなり長い語句が介在することもある。
　　　（5）　I　consultedま尻θ　刎o並θ功θ〃θ〃02∂　8θα〃〃刎，upon　the　depth　of
　　the　chamel，which　they　had　often　p1um㎜ed；〃ゐo　told　me，that…　（48）
　　　　（6）he　asked伽oが〃o〃s　of　his　leamed　men　about　him，〃〃肋
　　were　various　and　remote，＿　（33）
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　4．3As
　非制限用法にのみ用いられる‘aS’も屡々用いられている。すべて，文中か
文尾に位置し，いずれも，挿入的叉は付加的意味を持つものである。aSを接続
詞，従ってこれに導かれる節を副詞節とみなすことも可能と思われるものもあ
る。
　　（1）his　Majesty　hath　determined　to　make’use　of　only　low　hee1s　in
　the　administration　of　the　Govemment，and　a11o血ces　in　the鎖t　of
　the　Crown；α∫you　cannot　but　observe；＿　（45）
　　（2）I　lay　al1this　whi1e，α5the　reader　may　believe，」in　great
　uneasiness：…　　（16）
　　（3）I　had，α∫I　before　observed，one　private　pocket　which　escaped
　their　search，．・。　（34）
　　（4）比ere興e　few　persons　of　distinction，or　merchants，or　seamen，
　who　dwe11in　the　maritime　p肌ts，but　what　can　hold　conversation
　in　both　tongues；α8I　fomd　some　weeks虹ter，when　I　went　to　pay
　my　respects　to　the　Emperor　of　Blefuscu，which＿proved　a　Yery　happy
　adventure　to　me，αs　I　shal1relate　in　its　proper　plaCe．　（53）
5．副詞の位置
　5．1　r副詞十動詞」と「動詞十副詞」
　概括的に言えば，副詞が動詞の前に位置する例の方が，動詞の後に位置する
例よりもはるかに多い。一般には，「時」や「文修飾」の副詞は動詞の前，
「様態」の副詞は動詞の後におかれるのが，副詞の最も自然な位置とされてい
る二『ガリヴァ』で，「時」や「文修飾」の副試の殆どが動詞の前におかれて
いるのは当然のことであろうが，かなりの数のr様態」の副詞までもが，動詞
の前に配置されている点は，r桶物語』と同様である。「様態」の副詞が，動
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詞の前と後におかれている割合は，ほぽ等しいと言える。ちなみに，前位にお
かれている　「様態」の副詞の例をあげれぼ，Clear1y，ConVeniently，eaSi1y，
gent1y，興aciously，humbly，P1ainly，reso1ute1y，so1emn1yなどであり，
後位の例としては，　agreeab1y，bo1dly，careful1y，conven1ently，趾mly，
gent1y，9racious1y，hearti1y，Privately，Publicklyなどがあるo
　副詞は，動詞の前よりも後におかれる方が，意味が重くなる。そのため，後
位の副詞が，強意副詞Veryを伴う例が多い・前位の副詞にVeryが付加さ
れている例も若干はあるが。
　先ず，前位の例をあげてみる。
　　（1）　but　Iづ〃刎θ∂クα柘砂relie∀ed　them　both：…　　（37）
　　（2）which　I〃ψ7伽伽’ψleft　behind　me　for　haste，…　。（54）
　　（3）This，I501伽〃沙c1ec1are，to　be　a　most　infamous　fa1shood，…
　（64）
　　（4）　Iゐ”〃必汐begged　to　be　excused　　　　（77）
　　（5）I　lay　down　on　my　face　to　kiss　his　hand，which　he〃θη
　g7αo6o〃吻9ave　me；…　（78）
　次は，後位の例である。
　　（6）I　own，she　cameψ舳to　my　house，butα肋〃s伽棚o居妙，…　（64）
　　（7）　I　then　stept　over　the　bu1ld1ngs　砂θη　oo〃oθ〃〃勿ま汐　froIn　one
　stool　to　the　other，…　　（44）
　　（8）a　considerab1e　person　at　court…came　to　my　house〃2ημあ〃吻
　at　night　in　a　close　chair，“．　（66）
　5．2副詞句の位置
　r時」やr場所」など様々な副詞句カミ，動詞の前や後，助動詞と本動詞の間，
叉は文頭，文尾など様々な位置におかれているのに対し，「様態」の副詞句が
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主として，動詞の後におかれているのは当然の傾向であろう。
　　（1）力7励o砂θ∫ω刎砂〃oo伽加∫ま，砒［ere　have　been　two　strugg1ing
　parties　in　this　empire，…　（45）
　　（2）　which（＝their1概ming）力7閉α刎α禦8hath　f1ourished　in　a11
　its　branches　among　them，…　（55）
　　（3）When　I　had〃so榊脇θentertained　their　exce11encies　to
　their　in丘nite　satisfaction　and　surprize，…　　（52）
　　（4）he　hath　strictly　observed　the　laws　of　his　country力7sω舳・
　妙一伽θθ刎oo〃∫，…（57）
　　（5）but妙肋θ〃o5∫θ舳〃2ω伽＆　I　knew　their　numbers　were
　greater；…　　　（17）
　　（6）the　physicians妙肋2θ刎μグo〆80〃〃，had　ming1ed　a　sleeping
　pot1on　in　the　hogsheads　of　wme．　　（2ひ＿1）
　　（7）when　I　had妙刎ツ60〃伽肋クo〃made　twenty・four1eagues　from
　Blefuscu，…　　（79）
　　（8）　then　I　took　up　the　knotted　end　of　the　cab1es…　；andω杉〃8〃αf
　ω∫θdrew　ifty　of　the　enemy’s1argest　men　of　war㎡ter　me．　（49）
　　（9）I　shouldω肋g榊αまα1α07妙α〃”召α6肋θ8∫have　submitted　to
　so　easy　a　punishment．　（73）
　　㈹　I　swore　aエ1d　subscribed　to　these航ic1es〃肋g〃αチ6加α吻肋召∫∫
　α”600〃加〃ま，…　　（41）
　withで始まる「様態」の副詞句は，（8）（9）を除いて，他はすべて⑩のように
動詞の後におかれている。（8〕では，動詞の目的語が長いため，with　great　ease
を動詞の前においたものと思われ乱（9）のように，助動詞と本動詞の問に，
「様態」の副詞句を介在させること一『桶物語』では屡々見受けられる一
は，Zandvoort（肋勉伽o后，723）によれば，現代英語では稀である。
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　5．3複合動詞と副詞
　助動詞が1個の複合動詞を修飾する副詞の位置については，特別に取上げる
べき点はないように思われる。ただ，r桶物語』との比較から言えば，助動詞
と本動詞との間に位置する副詞句の例が少なく，『ヴリヴァ』では，それだげ
文章構造が単純になっていると言える。
　しかしながら，ここで1つ注意すべき点は，助動詞が2個以上ある場合の複
合動詞と副詞の位置の問題である。複合動詞を修飾する副詞が，その前や後に
おかれることは無論のことであるが，ここでは副詞が複合動詞の中に介在する
場合を考えてみたい。このような場合，『桶物語』では，副詞の位置は極めて
自由であるのに対して，『ガリヴァ』では，そこにやや法則性らしきものが働
いているように思われる。その法則らしきものとは具体的に言えぼ，次のよう
になる。
　1・最初の助動詞が，wi11（wou1d），shan（should），can（could），may（might）
であれぼ，rv＋A＋v＋V」の語順となる。この場合の動詞は，完了形・進
行形・受身形などがある。
　2．最初の助動詞が，上記以外の助動詞である場合，つまり，have（叉はbe
であるが，beの例はない）の場合には，「v＋v＋A＋V」の語順となる。即ち，
具体的には，‘have　been＋A＋～ing（07p．p．）’となる。
　先ず，法則1の例をあげてみよう。
　　（1）I　mightθα∫妙have　stif1ed　it　with　my　coat，…　（54）
　　（2）neither　cou1d　I力05∫必妙have　preserved　them　in　so1ong　a
　vOyage，…　　（80）
　　（3）both　their　Majesties　wou1d800〃be　made　easy，…　（77）
　　（4）the　said　Man　Mountain　shall，oま〃8カ舳sψ1挑〃〃，be　aiding
　and　assisting　to　our　workmen，＿　（41）
　　（5）which　I　supPosed　might，妙50舳τ舳加∫ま，have　been　dri∀en
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　from　a　ship．　　　（75）
（5）は，助動詞が3個で，「▽十A＋v＋v＋V」の語順の例である。
　次は，法則2の例である。
　　（6）who　had　been∫o　lo〃g　enured　to　hardships　as　I．　　（27）
　　（7）　a11intercourse　between　the　two　empires　having　been　5〃c妙
　forbidden　d皿1ing　the　war，…　（48）
　　（8）　I　had　been力7∫o吻θ乃o〃75θ〃陀〃θりpressed　by　the　necessities
　of　nature；…　　（24）
　　（9）which（＝a　private　intrigue）had　been力γ肋o閉o〃肋5forming
　against　me．…　（65）
　当然，この法則にあてはまらない例もあるが，数は少なく，次の4例のみで
ある。
　　（1◎Which　two　mighty　powers　have，α∫∫ωα∫8o｛惚まo舳ツ0〃，
　been　engaged　in　a　most　obstinate　war＿　（46）
　4．3で取上げたasで導かれる関係詞節（副詞節ともみなせる）が，have　been
の後ではなく，haveの直後におかれている。
　　⑪　F1imnap　would　have｛ψ〃物broke　his　neck，、、・（35）
　　⑫　which　I　shou1d　ha▽eタ幼〃必り1ost，＿　（49）
　　（13　this　magniicent　pa1ace　wou1d　haveξψ〃ろりbeen　bumt　down
　to　the　ground，・一・　（54）
　’infa11ibly’だげが，法則1からはずれて，wou1d，shou1dがあるにも拘ら
ず，常に，rv＋v＋A＋V」の謝噴となっている。なお，⑱は，3個の助動
詞から成り，「v＋v＋A＋v＋V」の語1贋である。
5．4　「動詞十副詞句十目的語」
一般には，副詞を動詞と目的語，叉，直接目的語と間接目的語の間に挿入す
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ることを避げるのが原則であ私　『ガリヴァ』にも，副詞がこの位置におかれ
ている例は見当らないが，『桶物語』と同じく，副詞句が挿入されている例は
かなりの数に上る。目的語が修飾語句を伴って長い場合が多い。
　　（1）Your　friend　the　secretary　wi11be　directed　to　come　to　your
　house，and　readゐφ〃ツo刎the　artic1es　of　impeachment；…　（71）
　　（2）　I　resO1utely　cut　ω〃〃　〃η　尾〃｛帖　the　cab1es　that　fastned　the
　anchors；…　　（49）
　　（3）Her　Imperial　Majesty…gave　me　o〃げ肋θω肋6o〃her　hand
　to　kiss．　　（44）
　　（4）These　false　informations，…made　the　treasurer　shew　his1ady
　／b7∫o刎θオ伽2an　i11countenance，and　me　a　worse：…　（65）
6．連　　結　　詞
　6．1　For；Because；Since；As
　豊富な種類と数を誇る英語の連結詞（C㎝nective）の中で，andとbutを
除くと，『ガリヴァ』で最も多く用いられているのは，「理由」を表わす連結詞
である。使用頻度の多い順にあげれば，for，because，since，asなどで，中で
も，forが圧倒的に多く，ほぽ60を数え，他の3語の合計の3倍に近い。勿論，
forで導かれる節は，文の後に追加的におかれる。前文を受げて，文頭に位置
する例も若干ある。because，asも1，2例を除いてすべて文の後に付加的に
おかれているのにくらべ，SinCeが導く副詞節のみ，そのすべてが主節の前に
位置している。このことから，『ガリヴァ』におげる，論理なり筋の進め方は，
理由を前面に押し出して，「～だから，～である」という型ではなく，理由を
付加的に言い添える「～である，というのは，～だから」という構造を持つ，
理由付加構文とでも名付けられる文章構成になっていると言って差支えなかろ
う。
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　（1）but　I　did　not　observe　it；力7mine　eyes　were　whoI1y丘xed　upon
雌s　Ma］esety　　（32）
　（2）I　s託d，his　Majesty　should　be　satis丘ed，力7I　was　ready　to
strip　my　se肚，and　tum　up　my　pockets　before　him、　（29）
　（3）When　I　advanced　to　the　midd1e　of　the　ch㎝ne1，they　were　yet
more　in　pain加6α〃8θI　was　mder　water　to　my　neck．　（50）
　（4）we　cou1d　not，without　di価culty，reach　the　top　of　them伽we
stcod　at　the　bottom　of　his　pocket：．．．（31）
　（5）Their　notions　relating　to　the　duties　of　parents　and　children
di丘er　extremely　from　ours．ハ07，∫伽cθthe　conjmction　of　ma1e　and
female　is　founded　upon　the　great1aw　of　nature，…the　Li1liputians
wi11needs　have　it，…　（59）
　6．2その他の連結詞
　「理由」以外の連結詞では，「時」を表わす違結詞が多い。whenがとび抜
げて多く，その4分の3は主節の前におかれている。他に，多い煩であげれば，
whi1e，unti1，before，as（＝when），after，as　soon　asたどがある。unti1が
すべて主節の後におかれている以外，他はいずれも，主節の前，後，文中など，
位置は多様である。その他の連結詞としては，「条件」を表わすif，「譲歩」
を表わすa1thoughなどが目につく程度である。これらを含めて，すべての
連結詞が導く副詞節の多くは，主節の前叉は後に位置し，主節の中に挿入され
る例は少ない。この点が，中位の副詞節の多いr桶物語』と異なる特徴である。
　6．3　ButとHowever
‘howeYer’が，『桶物語』におげるスウィ7トの愛用語の1つであるのに対
し，『ガリヴァ』では，’but’が愛用語の位置を占めている。句や節の連結に
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用いられるのみならず，文と文の連結のため，非常に多くのbutが文頭におか
れ，しかも，パラグラフの先頭におかれている例もある。
　　（1）he＿spoke　about　ten　minutes，without　any　signs　of　anger，ろ〃
　with　a　kind　of　determinate　reso1ution；…　（19）
　　（2）When　he　a1ighted，hesurveyed　meroundwithgreat　admiration，
　ろ〃kept　beyond　the1en鉢h　of　my　chains．　（25）
　　（3）It　was　brought　para11el　to　me　as　I1a篶　3〃the　principal
　di価cu1ty　was　to　rオse　and　p1ace　me　in　this　vehicle．　（21＿2）
　　（4）3〃I　shal1not　alnticipate　the　reader　with　farther　descriptions
　of　this　kind，．・・　（44）
　（4）は，butがバラグラフの先頭におかれた例である。
　一方，howeverは数も少なく，『桶物語』では多様多彩な位置を占めている
のに比べ，その位置は，1例を除き，文頭か，主語の後か，そのいずれかであ
る。パラグラフの先頭におかれている例はない。
　　（5）and　the　damage　received　by　the　enemy　is　reckoned　to　be
　somewhat　greater　than　ours．互oω〃〃，they　have　now　equipped　a
　mmerous丘eet，…　（47）
　　（6）and　these　were　four　doub1e，which乃oωω〃kept　me　but　very
　indifferent1y　from　the　hardness　of　the　f1oor，…　　（27）
　次の文では，butとhoweverが二重に用いられている。
　　（7）He　began　with　comp1iments　on　my　liberty；said，he　might
　pretend　to　some　merit　in　it；あ〃，乃o〃ω〃，added　that　if　it　had　not
　been　for　the　present　situation　of　things　at　court，…　　（45）
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7．挿　　入　　節
　副詞節や，4．3で扱ったasで始まる関係詞節が，文中に挿入されている場
合，これらも一種の挿入節（Parenthetic　cIause）とみなすこともできようが，
ここで言う挿入節とは文中に挿入されている連結詞を伴わない節のことである。
コソマを多用しているスウィフトが，このような挿入節をコソマで囲むことは
少ない。
　　（1）I　walked　near　a　mi1e　before　I　got　to　the　shore，which　l
　oo勿加c肋〃6was　about　eight　o’clock　in　the　evening．　　（15）
　　（2）　This　reso1ution■perhaps　may　appear　very　bo1d　and　dangerous，
　and／α刎co砺ゐ〃wou1d　not　be　imitated　by　any　prince　in　Europe
　on　the　like　occasion；…　　（21）
　　（3）I…Put　the皿irst　into　my　coat－Pockets，and　then　into　every
other　pocket　about　n1e，except　my　two　fobs，and　another　secret
pocket　which∫免α♂〃o刎加6should　be　searched，…　（29」30）
　　（4）　My　intention　was　to　reach，if　possible，one　of　those　islands，
which1肋67θ伽o勉チoろθ”ωθlay　to　the　north－east　of　Van　Diemen’s
Land．　　（79）
8．同　格　語　句
　人物や事物を関係代名詞を用いて，一々丹念に描写する一方，スウィフトは
簡潔な同格語句も好んで使用している。
　　（1）Mr．James　Bates，an　eminent　surgeon　in　London　　（13）
　　（2）his　Imperial　Highness，the　heir　to　the　crown　　（46）
　　（3）in　the　emperor　their　master’s　name　　（52）
　　（4）Mrs，M1ary　Burton，second　daughter　to　M1r．Edmond　Burton，
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hosier，in　Newgate－street　　（1H）
　（5）the∫伽〃o〃，Captain　Abraユ1am　Pame11commander　　（13）
　（6）the　captain，Mr．John　Biddel　of　Deptford，a　very　civi1man，
and　an　excenent　sai1or　　　（79）
　（7）two　mighty　evi1s；a∀io1ent　faction　at　home，and　the　danger
of　an　invasion　by　a　most　potent　enemy　from　abroad　　（45）
9．句　　読　　点
　スウィフトの文章を一読すれぼ，直ちに，コロン・セミコロン・コンマなど，
句読点の非常に多いことに気付く。セミコロンやコロソの使用が多いため，長
文が多く，1つの文が10数行から半べ一ジにもわたる例もある。コソマは，主
語と動詞の聞，動詞と節の形態を成す，目的語叉は補語の間，句や節の前後な
どに使用されている。細かくは，「『桶物語』の英語」を参照して頂くことにし
て，スウィフトの句読点の使用法の一端を窺い知るものとして，任意に1節を
あげておくにとどめる。
　　This　open　bold　declaration　of　mine，was　so　opposite　to　the　schemes
　and　po1iticks　of　his　Imperial　Majesty，that　he　could　never　forgive
　me：he　mentioned　it　in　a　very　artful　mamer　at　counci1，where，I
　was　to1d，that　some　of　the　wisest　appeared，at　least　by　their　si1ence，
　to　be　of　my　opinion；but　others，who　were　my　secret　enemies，could
　not　forbear　some　expre渕ons，whlch　by　a　slde－wmd　reflected　on　me
　　　（51）
お　わ　り　に
最初に，『ガリヴァ』の文章は簡潔で平明であると述べたが，これは，rガ
リヴァ』の文章が，短文や単純な文の羅列であることを意味するものではない。
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むしろ逆に，rガリヴァ』には，かなりの長文が多い。その理由として，関係
代名詞や連結詞，それにセミコロンやコロンの多用があげられよう。しかし，
関係代名詞の多くは非制隈用法のものであり，節にしても，等位関係や付加的
なものが多く，中位を占める副詞節も少ない。それに，セミコロンやコロンの
箇所が文の区切りを示すとすれば，その長文は決して複雑な文とは言い難い。
しかも分詞構文を随処に用い，修飾語句の位置を考え，省略や同格などの手法
によって，文が単調，冗長におちいることのないよう綿密な配慮がなされてい
る。以上のことから，『ガリヴァ』の英語は，簡潔で平易明快な英語と言える
であろうし，このような英語で書かれた『ガリヴァ』は，英語の散文史上，文
字通り，劃期的位置を占めるものと言わねばなるまい。
注（1）Maugham，W．S．丁加8舳刎肋g一吻・A　Penguin　Book，P．21．
　（2）広田典夫「『桶物語』の英語」実践芙文挙　第3号。
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